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事 業 概 要 
調布都市計画道路３・４・２号 水道道路線 
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路 線 の 概 要 
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調布3・4・2号（水道道路線）の概要 

調布都市計画道路３・４・２号
（水道道路線）

都 市 計 画 決 定 昭和３７年１２月２２日

狛江市岩戸南四丁目地内～
　　   同市東和泉三丁目地内

延 長 約1,610ｍ

幅 員 1６ｍ

車 線 数 ２車線（上り１車線，下り1車線）

都市計画道路名

事業化予定区間
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計 画 平 面 図 
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○電線類の地中化
電気や電話等の電線を地中化することにより、幅員を十分に確保するとともに、

良好な景観を創出します。

○道路緑化
道路に街路樹を植え、みどりに彩られた美しい街なみを形成します。

○低騒音舗装
車のタイヤと路面の摩擦により発生する騒音を低減します。

○バリアフリー化歩道
歩道と車道の段差を小さくし、お年寄りや車椅子の方々も安心安全に歩行できます。

断面図

（イメージ）

現況断面図 

 ○電線類の地中化   ○道路緑化   ○低騒音舗装   ○バリアフリー化歩道 

整 備 の 方 針 

計画断面図（イメージ） 

m 
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事業の効果 

③道路ネットワークの形成 
     （緊急車両のアクセス向上） 

④延焼遮断帯の形成による 
      地域の防災性の向上 

②良好な都市景観の創出 
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①交通事故の低減など、 
       地域の安全性の向上 
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 歩道を現行の１ｍ未満から３．５ｍに拡幅することに
より、歩行者、車椅子、ベビーカーなど、地域の皆様が
安心して通行可能に 

水道道路状況 

狛江六小北交差点付近 

松原通り 

調布市若葉町三丁目付近 

①交通事故の低減など、 
       地域の安全性の向上 
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水道道路状況 

狛江六小北交差点付近 

松原通り 

調布市若葉町三丁目付近 

 自転車走行空間を設置し、歩行者、自転車、自動車を
分離することで、これまで懸念されていた交通事故の危
険性も大きく低減 

①交通事故の低減など、 
       地域の安全性の向上 
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②良好な都市景観の創出 

 電線類を地中化することにより、歩道幅員を十分に
確保するとともに、景観が向上し、快適な都市空間
を創出 

電線類地中化前 電線類地中化後 
• 歩道の有効活用 
• 景観の向上 

＜高幡不動付近＞ ＜整備前＞ ＜整備後＞ 
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 電線類の地中化により、震災や台風による電柱倒壊とそ
れによる停電被害及び道路閉鎖を回避 

平成30年台風第21号 
（大阪府泉南市） 
出典：国土交通省 

②良好な都市景観の創出 

     （地域の防災性の向上） 
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 調布3・4・16号線（市施行）の整備と合わせ、狛江市内の道
路ネットワークが強化され、広域交通及び市内循環が円滑化 

③道路ネットワークの形成 
   （緊急車両のアクセス向上） 
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水道道路 

世田谷通り交差点付近 

 本路線の拡幅整備により、震災時の避難路や救援物資の
輸送、救急救命活動等の緊急車両の通行阻害を解消 

③道路ネットワークの形成 
   （緊急車両のアクセス向上） 

〔避難所〕 

狛江第二中学校 

〔避難所〕 

狛江第六小学校 

〔避難所〕 

狛江第三小学校 

〔福祉避難所〕 

みずほ幼稚園 

狛江市役所 

狛江消防署 

猪方出張所 

震災時の避難所 
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 狛江市耐震改修促進計画では、市内８つの木造住宅
密集地域のうち、３つが水道道路沿道に指定 

④延焼遮断帯の形成による 
      地域の防災性の向上 
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 幅員の広い道路への整備により、沿道建築物の不燃化
促進と合わせ、火災時の延焼防止に大きな効果を発揮 

道路幅員と延焼防止率の関係 
（阪神・淡路大震災における神戸市長田区の事例) 

延焼遮断機能 

出典：国土交通省道路局道路IR・道路整備効果事例集 

④延焼遮断帯の形成による 
      地域の防災性の向上 
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その他の事業効果 
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路面騒音 

の低減 

通常の舗装 低騒音舗装 

空隙の多い舗装 

低騒音舗装の効果 
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 本整備では、騒音低減効果のある低騒音舗装を採用 
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 本路線では、車道と歩道の段差が小さいセミフラットを
採用。車椅子の方など、誰もが通行しやすい幅の広い緩
い傾斜の歩道に整備。 

＜現状＞ ＜整備後イメージ＞ 

水道道路状況 

猪方一丁目付近 

狛江通り 

東和泉一丁目付近 

セミフラット（バリアフリー化） 
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都市計画道路ができるまで 
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測量の進め方について 

現況測量・用地測量 
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この測量は、事業予定
地周辺にある皆様の土
地や建物と、都市計画
道路線との位置関係を
明らかにすることを目的
としています。 

現況測量の目的 
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現況測量の範囲 

土地・建物や道路の形状等により、測量範囲が 

                この図と異なる場合があります。 
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２．皆様方の土地や建物、道路等の位置を測量 

３．都市計画道路の中心杭および幅杭の設置 

４．都市計画道路の縦断及び横断方向の高さの測量 

１．測量の基準となる点の設置 

現況測量の流れ 

26 



2019.3.7 調布３・４・２説明会 

現況平面図（イメージ図） 
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この測量は、道路として
取得させていただく土地
の面積を求めることを目
的としています。 

用地測量の目的 
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２．境界を確認する現地立会い 

３．確認した境界点の測量 

４．個々の土地の道路予定地面積を確定 

１．境界を確認するための資料収集・調査 

用地測量の流れ 
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 (1) 土地境界を確認するために必要な 

    資料を調査して、取得します。 

  

 (2) 皆様の敷地内で、既存の境界標識 

    などを調査し、確認します。 

   

 １．境界を確認するための 

        資料収集・調査 
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 (1) 現在ある道路などの公共用地と 

            私有地との境界の確認 

  

 (2) 私有地と私有地との境界の確認 

   

 ２．境界を確認する現地立会い 
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境界確認の手順（Ａさんの場合） 
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公共用地と私有地との境界確認 

33 



2019.3.7 調布３・４・２説明会 

私有地と私有地との境界確認 

ロ ハ 

ニ イ 
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立会い通知書の見本 
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立会証明書の見本 
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３．確認した境界点の測量  

 境界立会いで確認された境界点を測量し、
位置を特定します。 
 

 この測量は、皆様に立会いをお願いする
ことはありません。 
 

 境界点を現地に明示しておくため、金属
鋲やプレートなどを設置させていただく場
合があります。 
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 ４．個々の土地の 

         道路予定地面積を確定 

 境界点の測量結果に基づき面積の計算

を行い、個々の土地における道路予定地

の面積を確定します。 
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 現況測量や用地測量の作業にあたっては、
事業予定地周辺の皆様の敷地内に立ち入り
させていただく必要があります。 

 皆様の敷地内に立ち入る際は、必ず、お声
がけ等をいたしますので、ご協力をお願いい
たします。 

敷地内への立ち入りについてのお願い 
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身分証明書と腕章の見本 
身分証明書 腕  章 

 測量作業は、東京都が委託する測量会社が行
います。 

 作業員は、身分証明書を常に携帯し、腕章をつ
けて作業を行います。 

装着例 
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事業概要及び測量説明会 

現況測量の実施 

道路完成 

概 

ね 

２ 

年 用地測量の実施 

本日開催 

今後の事業の流れ 

平成３１年４月～ 

事業認可取得（事業着手） 

用地説明会 

用地の取得 

工事の実施 

概 

ね 

7
～ 

 

年 

10 
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平成３２年度予定 
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皆様のご理解とご協力を 

よろしくお願いします 

東京都北多摩南部建設事務所 
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質疑応答の時に 

 説明したスライド 
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世田谷区側（補助２１４号線）について 

補助２１４号線 
第四次事業化計画（H28.3）で 
新たに優先整備路線に選定 

※二建：第二建設事務所 


